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NHM 予 報値を利用 した 高頻度衛星観測 に よ る大気 追跡 風 （AMV ） の 特性調 査

大塚道子 、國井 　勝 、斉藤和雄 （気 象研 ）、 下地和希 、 林　昌宏 （気象衛星 セ ン タ
ー

）

　　 待機衛星 MTSAT 」1R （ひ ま わ り 6 号）に よ る

　　日本付 近 を 対 象 と した 5 分 間 間 隔 の 高 頻度 衛 星

　 観 測 （ラ ピ ッ ドス キ ャ ン ） は 、航空機の安全な

　 運 行 を支援す る 目的 で 、2011 年 か ら 夏期 の 日 中

　 に観測時間を限 っ て 本運用 が 始 ま っ た。ラ ピ ッ

　　ドス キ ャ ン で は 、通 常の 30 分間隔 の 画像 で は 捉

　 え られな い ライ フ サイ ク ル の 短 い 現象 の 観測が

　 期待 で きるの で 、局地的豪雨や 雷雨な ど水平 ス

　 ケ
ー

ル の 小 さな事象 の 監視 ・予 測 に 有効 に 活用

　 で き る 可能性 が ある。気象衛星 セ ン タ
ー

で は 、
　 ラピ ッ ドス キ ャ ン に よ る AMV を 5 分毎に算出

　 して お り、これ を用 い て、気象庁 の 現業用数値
　 予 報 シ ス テ ム に お い て は、第

一
推定値 との 差 の

　 統 計調査や OSE 実験 が行 わ れ て い る （山下

　 2011）D

　　 本調査 で は 、こ の ラ ピ ッ ドス キ ャ ン に よる

　 AMV に つ い て 、今後 の 雲解像 を目指 し た デ
ータ

　 同 化 シ ス テ ム で の 利用 を視野 に 入れ 、高解像度

　　 （2km ）で 高頻度 （10 分毎） に 出力 し た NHM

　　 （気象庁非静力学モ デ ル 〉の 予報値 （モ デル 面

　 の 風） と 同時刻 の 観測値 で 比 較 を行 っ た。表 1

　 に 、東 日本周辺 の 領域 （北緯 33〜38
°

、 東経
　 135 〜142

°
） で、2011 年 8 月 の 期間 で 両者 を

　 比較 した結果を 示 す 。 赤外 と水蒸気 チ ャ ン ネル

　 に よ る 中 ・上層 風 （≦ 700hPa ） で は、　 RMSD
　 で お よ そ 3．5mis 、赤外 と 可視チ ャ ン ネル に よ る

　 下層風 （＞ 700hPa） で 2．Om ／s 程度 で あ り、毎
　 正 時 に お け る通 常の AMV と NHM に よ る風 と

　 の 差 （略） と比較 して も、大きな違い は み られ

　 な か っ た 。 風 速 差 の 分 布 は、赤 外 チ ャ ン ネ ル が

　 やや負バ イ ア ス だ が 、ガ ウス 分布 に 近 い 形状に

　 な っ て お り （図 1）、従来の AMV と 比 較 し て デ

　 ータ が密に 得 られ る こ とか らも、今後 の 利用可

　 能性 は 大きい と考 え られ る。
　　 局地的豪雨 の 予 測 に お い て は 、 下層風 の収束
　 を捉 え るこ とが 一

っ の 鍵 に な る が 、現状 の AMV
　 作成 ア ル ゴ リズ ム で は 、陸上 の 下層風 は算出 さ

　 れ て い な い 。また、よ り短 い 間 隔 あ る い は 小 領

　 域 の タ
ー’

ゲ ッ トで算出す る と ノ イ ズ が 大 きくな

　 り、必 ず し も精度良 い データ が得 られ る わ け で
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は な い とい う報告 もあ り （例えば Bresky 　et　al，
2012 ）、高頻度 ・高解像 の 衛 星 観 測 に 適合 し た ア

ル ゴ リズ ム の 改良 が 必要 と考 えられ る。本調査

で は 、
こ れ らの 問題 に っ い て、雲解像数値モ デ

ル との 比 較とい う立場か ら ア プ ロ
ーチ を試み 、

将来 的 に は 最適 な 同 化 手 法 の 開 発 に つ な げ て い

く。観 測 値 と モ デ ル の 比 較 に あ た っ て は 、
Joint・Simulator （Masunaga 　et 　al ．2010 ＞な ど

の 疑似衛星 画 像作成ツール の 利用 も検討 し て い

く予 定 で あ る。
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表 1．ラピッ ドス キャン AMV （QI＞0．85）と NHM によ

る風の風 速差（AMV −NHM ）．期 間は 2011年 8 月．

種類 RMSD

（m ／s）

ME

（m ／s ）

デー
タ数

赤外 （上 ・中

層）

3．56 一α91 17134

水蒸気 3．47 0．24 30427

赤外（下層） 1．81 一〇．34 403

可 視 2．06 0．83 677
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図 1，ラピッ ドス キ ャ ン AMV と NHM による風の 風速差 （m ／s ）の 分布 （2011 年 8 月）．

（a）赤外（中
・上 層）、（b）水蒸気、（c）赤外（下 層）、（d）可 視．
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